	単位操作―２０６
	ＬＰＧポンプの液導入
	作　成
	

	
	
	
	

	

	ポイント

	
	(3) ケーシング容量が大であり、危険性が高い場合（各事業所で対象機器を限定する）は、窒素等で酸素濃度８％以下迄置換する。
導入圧力は吸込側運転圧力以下の事。
窒素パージ後のケーシング圧力はゼロまで脱圧する。　　

(4)(9) ﾌﾚｱ-回収設備のある事業所では関係課へ連絡する。

(5)(6) 機器の材質に応じた低温脆性の対策を行うこと。

駆動機付バルブの場合は手動にて操作すること。（多量流入防止）

バルブ①～②間に溜まっているガスが運転中のポンプに流れる事を防止する為に、下流バルブを先に開ける。

(8) ガス抜き完了の判定はガス抜き出しラインが冷たくなる時点を目安とする。

(12) チェッキバイパス等の必要なラインを活かす。

○ バルブおよび動力源の「操作禁止」の札を取外す。

	
	





開 始





(2)





(1)





(3)





(4)





メカフラッシングが活きている事を確認する





圧力計を活かしその他のバルブ閉を確認する





窒素で置換する





フレア－へガスを抜く








(5)





（ガスアップ用バルブを含む）


注）吸込バルブがシングルバルブの場合、アロー（５）を削除する








洩れの無い事を確認する
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(7)








(9)





(10)





終了





(11)





吸込バルブ①を微開とし液を導入する





フレア－へのガス抜きを止める





吸込バルブ①を全開にする





冷却水を通水する








所定の圧力まで昇圧する




















②


























系内にドレンが無い事を確認する








ガスが抜けた事を確認する








(6)














動力源を活かす





吸込バルブ②を全開にする





洩れの無い事を確認する
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①
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吸込み側





吐出側





②








